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蔵書検索のヒント 

　学習や研究のために様 な々情報を検索し、収集すること

は学生さんや教員の皆さんにとって大変重要なものではない

でしょうか。今回はそのなかでもよく利用される図書や雑誌

の所蔵を検索する方法について、お話ししたいと思います。 

　最初に香川大学図書館の OPAC の説明をします。

OPAC（オパック・オーパック ������ ��	��
 �

��� 
������）

とは、オンラインで検索できる利用者用目録のことです。 

　このOPACを利用すれば、香川大学の図書や雑誌の所

蔵の有無や配架場所などを調べることができます。 

　ただし、現在、目録データの遡及入力の作業中です。

1988年以前に受入れた図書の全ては入力していませんので、

OPACにないものは、カード目録（書名目録）でも調べてく

ださい。（医学部分館と工学部分館は全て入力しています。） 

　OPACでは検索結果表示画面の配架場所と請求記号が

最も大切です。この2つは必ずメモしてください。これがわ

かれば、本がある場所に辿り着けます。 

　検索には基本検索（簡易検索）と詳細検索があり、ど

ちらを使ってもかまいませんが、基本検索は書名・著者名

などすべてのデータ項目を検索対象とするため、検索結果

の件数が多すぎることがあります。正確な書名や著者名が

分かっているときなど限定して検索できる場合や基本検索の

結果ヒット数が多すぎた場合には、詳細検索をご利用くださ

い。 

　検索の方法は、AND検索・OR検索・NOT検索、前

方一致検索などがあります。詳しい検索方法については、

OPACのヘルプの利用ガイドをお読みになるか職員にお聞き

ください。 

　香川大学のOPACでは、検索結果を携帯やPCにメー

ルで送ったり、USBメモリに保存したりできるのでとても便利

です。 

　香川大学にない場合は、他の図書館などから借りること

ができます。高松市図書館、香川県立図書館が近くにあり

ますので、香川大学図書館のホームページからリンクを辿っ

て、それぞれの図書館のOPACを検索してください。 

　それでも無い場合、国立情報学研究所（NII）の

NACSIS-Webcatや国立国会図書館のNDL-OPACも検索

してください。それらの図書館から図書などを借りたい場合

がありましたら、レファレンスカウンターまで遠慮なくお申し出く

ださい。 

　以上、蔵書検索について簡単に説明しました。　　　

　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　（電子情報担当　岡田　貴彦） 
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　　平成19年10月1日に、図書館ホームページをリニューアルしました。主な変更点は以下のとおりです。 
　 

★　4館（中央館、医学部分館、工学部分館、農学部分館）のホームページデザインを統一して、全館共通位置に      

　　配置したボタンから、学内他館ホームページへのアクセスを容易にしました。 

★　サイドメニューに主要な項目をまとめ、ホームに戻ることなく、別ページへの移動を可能としました。 

★　トップページに当日と翌日の開館時間を表示し、 開館カレンダー をクリックすることで、月間及び年間カレンダーを 

　　詳細表示できるようにしました。 

★　お知らせタイトルをクリックして表示されるお知らせ詳細ページを、１件１ページとして見やすくしました。 

★　よく利用するOPAC等のリンクを中央下部にクィックリンクとしてまとめました。 

★　MyLibraryに直接ログインできる入力枠をトップページに設置しました。 

【中央館】 

【農学部分館】 

【医学部分館】 【工学部分館】 

図書館より 
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EU資料展を開催：2007年日・EUフレンドシップウィーク 

一般公開行事神原文庫資料展・講演会を開催 

　駐日欧州委員会代表部の主催により、毎年5月9日の「ヨー

ロッパ・デー」を中心に、「日・EUフレンドシップウィーク」

が開催されています。文化、学術、スポーツなどのさまざま

な催しを通して、日本と欧州連合（EU）の「人と人」の

交流の促進を図ることがその目的です。 

　四国で唯一EU情報センターに指定され、関係資料の

寄贈を受けている香川大学図書館でも、平成19年 5月9

日（水）から5月30日（水）（5月28日（月）以降は百

日咳のため休館）まで、『EU資料展』を開催しました。

　図書館エントランスホールを会場とし、EU及びEU加盟

国のポスター、パンフレット、当館所蔵図書の展示、パンフ

レットの配布等を行いました。また、クイズやアンケートを実

施し、82名の方々に回答して頂き、展示内容についても

多数の貴重なご意見を頂きました。今後の活動の参考にさ

せていただきたいと思います。 

　平成19年10月28日（日）～11月4日（日）の8日間、

図書館神原文庫展示室にて、一般公開行事神原文庫資

料展を開催しました。第13回目となる今回は『西洋語まな

び事始め』として、主として幕末から明治初期にかけての

辞書・文法書・読本・綴字書・発音書など、蘭語、英語、

仏語、独語、露語の語学書計88点を展示しました。学内、

学外を問わず、多くの方にご来場いただきました。 

　さらに、11月3日（土）には本学教育学部竹中龍範教

授による『日本人はいかに英語を学んだか　－幕末・明治

初期のようす』と題した講演会を開き、多数のご参加をい

ただきました。 

　また、アンケートにも「珍しい辞書などが見られてよかった」

等様 な々感想をたくさんいただきました。 

　今後とも神原文庫資料展にご理解とご協力をお願いいた

します。 

講演会 展示会 
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RefWorks利用者講習会（医学部分館） 

文献申込み方法変更等についての説明会（医学部分館） 

職員が講師として開催したもの 

文献申込み方法変更等についての説明会 

（平成１９年１０月１７日（水）～１０月１９日（金）  医学部分館） 

　医学部分館の職員を講師として、MyLibraryからの文献申込み方法等につい

ての説明会を3回開催し、計36名の参加がありました。 

利用説明会等報告 
－図書館を有効に利用していただくために－ 

学外より専門の講師をお招きして開催したもの 

　香川大学では、いろいろなデータベースや電子ジャーナルが利用できます。利用者の皆さんに、これらの資料をより有効に使ってい

ただくため利用説明会等を開催しています。ここでは平成19年度12月迄の活動をご紹介します。 

図書館で行われている利用説明会などのご紹介 

　上記以外に、図書館活用ガイダンスを図書館職員が行っています。図書館資料検索方法の説明、館内ツアー、文献複写・

相互貸借サービスの説明会などを内容として、平成19年4月から平成19年12月までに図書館全体で65回のガイダンスを行い、

学外者を含む延べ 902名の参加者がありました。 

　図書館では、より良く図書館を利用していただけるよう、今後とも利用説明会などを考えていく予定です。 

RefWorks利用者講習会（平成１９年５月２１日（月）　医学部分館） 

　講師にサンメディア（株）の方をお招きし、文献情報管理・論文作成支援ツー

ルであるRefWorksの利用者講習会を2回開催し、計41名の参加がありました。 

Biological Abstracts利用説明会（農学部分館） 

Biological Abstracts利用説明会（平成１９年１２月１９日（水）農学部分館） 

　講師にユサコ（株）の方をお招きし、生物学系データベースBiological 

Abstractsの利用説明会を開催し、30名の参加がありました。 


